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講演する内海理事長

　長崎県労働者福祉協議会（以下、県労福協）は９月３
日（土）、長崎市のホテル　セントヒル長崎において「女
性のひろば～ women's café～」を開催しました。テーマ
は２つ。午前の部では、女性の乳がん検診受診率向上
に取り組んでいるピンクリボンながさきより、「女性のが
ん」についての理解と健康管理意識の高みを求めた講演
を受け、午後からは、意思決定に係る女性役員の増加
を視野に入れた問題提起について、中央労福協より講
演を受けました。新型コロナウイルス感染症の急拡大と
いう状況ではありましたが、県下各地から約50名の女性
組合員にお集まりいただき、学習と交流を深めました。
参加者からは、「女性に特化したテーマであり良かった」
「これまであまり参加の機会がなかったので学べて良
かった」等々の意見をいただいています。

　全国を駆け巡る南部事務局長より、労福協の歩みを
はじめ、これまでとこれからの具体的な活動について体
験談を交え説明を受けました。女性のみを対象とした
今回の取り組みは、中央労福協を除けば、全国初の試
みということです。

　ピンクリボンながさきの内海理事長は、「乳がんにかか
る人は2021年、９人に１人と増加しており、長崎県は全
国ワースト９位の状況である。乳がんを含む女性のがん
を予防するために、『予防と早期発見の必要性』を一人ひ
とりから発信しよう」と参加者に呼びかけました。

「ピンクリボン運動」とは、乳がんの早期発見、早
期治療を促す運動です。

九州ろうきんは、女性を応援する活動として、2011
年10月より、九州ろうきんのＡＴＭでのお引き出し・
お預入れのご利用に対し、「1回につき1円」をピンク
リボン運動への支援として取り組んでいます。
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長崎県労福協「女性のひろば～women's café～」を開催！

■労福協これまでとこれから　今後の女性の参画推進
　～つながる・寄りそう・支え合う～
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～女性を対象に、女性特有の「がん」について学び、　　　　　　　　　　
　　　　　さらに、労福協活動への関わり方・参画推進について共有～

熱心に聞き入る参加者。座席を指定し、感染予防
を徹底しました。





■がんの早期発見と女性がんについて――
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南部労福協役員視察研修の実施
～東日本大震災の復興の歩みを学ぶ～

　2022年９月29日（木）～ 10月１日（土）、南部労福協役
員視察研修が実施されました。視察先は、東日本大震
災で5,145名の尊い命が奪われた岩手県。被害状況と復
興の歩みについて学びました。東日本大震災による犠
牲者への追悼と鎮魂、震災の記憶と教訓の後世への伝
承に向け設置された国営の追悼・祈念施設「高田松原
津波復興祈念公園」では献花も行いました。

■連合2022平和ナガサキ集会
　2022年８月８日（月）、長崎県立総合体育館・メイン
アリーナにおいて、語り継ぐ戦争の実相と運動の継続
で核兵器廃絶と恒久平和を実現するための「連合2022
平和ナガサキ集会」が開催されました。コロナ禍ではあ
りましたが、全国から1,115名が集い、平和希求の思い
を新たにしました。

１．九州ろうきんでは、2022年10月1日から
2023年４月30日まで教育ローンキャンペーン
を実施しています。ご融資期間は、固定金利が
15年以内、変動金利が◯年以内となります。○に
入るのは何でしょうか？

２．長崎県労働者生活協同組合創立●●周年記念式
典・祝賀会が2022年9月16日（金）に開催さ
れました。●の数字をお答えください。

○答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・電話番号・
職場名を明記し県労福協へ送付してください。
○締切日は2022年11月18日(金)(当日消印有効）
○当選者の方に「お楽しみプレゼント」をお送りし
ます。正解者多数の場合は抽選となります。
○送り先　〒850-0031　長崎市桜町９-６
　長崎県労福協クイズ係　ＦＡＸ（095）811-6132
○前月号当選者発表（敬称略）
　正解：1.「Web」　2.「67・6」
※ご応募いただきありがとうございました。以下
の方々が当選されました。
　石川　昌幸　　都留　　孝　　田口　直喜
　岡崎　喜夫　　江藤　勝也　　大瀬良美樹

第129回
労福協

■連合長崎の取り組み

　三陸地方を襲った大津波。明治時代以降では、1896
年（明治三陸地震津波）、1933年昭和三陸地震津波、
1960年チリ地震津波の３例。2011年の東日本大震災の
大津波は４回目の大津波被害となります。このような被
害に学びながら、まず自分の命は自分で守るという考え
が「てんでんこ」というそうです。「てんでんこ」とは「それ
ぞれに」「各自で」という意味の方言で、「津波が来たら周
りを気にせず、てんでんばらばらに、それぞれで逃げな
さい」ということです。津波の悲劇が繰り返されてきた
歴史から「何が何でも逃げろ」「必ず生き残れ」という意
味が込められています。

2011年3月11日の震災で被害にあっ
た方々の悲しみ、復興の難しさを改め
て感じながら「備え」の大切さを学びま
した。

東北ろうきんでは、東北各地域の震災
から復興までの歩みや震災時の対応の
記録を目的に、東北ろうきん大船渡支
店を復興の拠点として支店3階に「東北
ろうきん東日本大震災復興展示室」を
設置しています。

■奇跡の一本松
約７万本の松の中で唯一
残り復興のシンボルに！

社会を支えていただいているみなさんに感謝！　ありがとう！
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ご相談は、ライフサポートセンター長崎・佐世保に！　0120-232426

2022 年９月９日（金）、九州ろうきん長崎県本部「第 19 回全県推進委員交流集会」を開催しました。 

当集会は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で 2020 年度は中止、2021 年度は「各地域推進委員

会活動紹介ＤＶＤ」を作成しましたが、今年度は、参加者規模を縮小するとともに、ＴＶ会議システ

ムを利用し、４会場（長崎支店・佐世保支店・諌早支店・五島支店）に分散した開催形式としました。 

■講演「明るい未来へのカギ！資産運用と向き合おう」 

内山ＦＰ総合事務所株式会社代表で九州共立大

学経済学部非常勤講師を務める内山貴博先生から

講演を受けました。 

受講後、グループディスカッションを行い、各

地域の活動報告や講演の感想を発表しました。参

加者からは、“講演の内容がとてもわかりやく資

産運用に興味を持った”“今後、組合員に対して

も資産運用の重要性を伝えていきたい”等の高評

価の感想を多数いただきました。 

今回は、会場を分散して同時にＴＶ 会議システ

ムで開催するという初めての試みとなりましたが、

各会場で交流を深めることができました。 

九州ろうきん長崎県本部「第 19 回全県推進委員交流集会」

を開催しました！

＜長崎支店（本会場）の様子＞
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みんなで一緒にコロナを乗り越えよう！


